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会
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り
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会
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和
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４
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月

議
会
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口
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数

人
口
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数
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口
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世
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令
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令
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字
題

　
字

　　
池池 い

け
い

け田田
だだ  颯颯 そ

う
そ
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６
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６
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た
ふ
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こ
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当
時

波
野

小
１
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さ
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当
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野

小
１

年
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令
和
5
年
度　
当
初
予
算

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

一
般
会
計
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算

一般会計（歳入） 103億9,506万4千円

一般会計当初予算・町債・基金の推移　（単位：円）

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町債（借金）

基金（貯金）

115億 9,974 万円
町民 1人あたり　82 万 1,627 円

64 億 7,496 万円
町民 1人あたり　45 万 8,631 円

（令和 5年３月 31日現在見込額）
令和 5 年 3 月末人口　1 万 4,118 人

町税
14億6,896万円
14.1％ 使用料及び手数料

1億1,689万円
1.1％
寄附金
4億9,268万円
4.7％

繰入金
8億5,305万円
8.2％

その他
2億9,704万円
3.0％

地方交付税
39億5,000万円
38％

国庫支出金
10億1,714万円
9.8％

県支出金
10億8,563万円
10.4％

町債
5億6,170万円
5.4％

その他
5億5,199万円
5.3％

歳入

自主財源
32億2,862万円

31.1％

依存財源
71億6,645万円 68.9％

100億

105億
112億

121億

104億 104億105億

60

70

80

90

100

110

120
（億）

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

町債額
基金額

70億244万円 69億7,791万円
67億1,079万円

61億3,897万円 63億7,139万円 64億7,496万円

100億3,396万円
104億257万円

115億6,946万円

123億7,368万円 121億4,285万円
115億９,974万円

町税の内訳 令和５年度
町民税 4億7,647万円
固定資産税 7億7,239万円
軽自動車税 6,753万円
たばこ税 1億5,256万円
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令
和
5
年
度　
当
初
予
算

一般会計（歳出）

目的別

103億9,506万4千円

議会費 9,591万円 0.9％

総務費　19億9,032万円　19.1％

民生費　31億5,716万円　30.4％

歳出

予備費 1,000万円 0.1％

災害復旧費
492万円 0.0％

（議会の活動、運営にかかるお金）

人件費や選挙費用、交通安全など
様々なことに使われるお金

公債費　13億243万円　12.5％
（地方債（町の借金）の返済にかかるお金）

高齢者、障がい者福祉や子育て支援
などに使われるお金

衛生費　7億4,610万円　7.2％
検診、予防接種、ごみ処理やし尿処理
などに使われるお金

農林水産業費
10億3,548万円　10.0％

農林業・漁業等の振興や支援、
農業基盤整備などに使われるお金

土木費
6億3,041万円　6.1％

道路や河川、公園、町営
住宅の整備維持管理など
にかかるお金

教育費　8億329万円　7.7％
教育施設等の管理・運営や
給食、生涯学習に関する活動
などにかかるお金

商工費
1億4,406万円　1.4％

商工業、観光業振興などに
かかるお金

消防費
4億7,499万円　4.6％

防災、消防団体などに
かかるお金

効率的
予算執行を
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令
和
5
年
度　
当
初
予
算

　本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので会議規則第 77
条の規定により報告します。

事件の番号 件　　　　名 審　査　の　結　果

議案第 17 号 令和５年度肝付町一般会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 18 号 令和５年度肝付町特別会計国民健康保険事業勘定
予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 19 号 令和５年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業
勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 20 号 令和５年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事
業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 21 号 令和５年度肝付町特別会計介護保険事業費介護
サービス事業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 22 号 令和５年度肝付町水道事業会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 23 号 令和５年度肝付町立病院事業会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

 【　審査の経過及び内容　】
　令和５年３月定例会初日において、本委員会に付託された令和５年度肝付町一般会計及び特
別会計予算４件、企業会計予算２件について、審査の結果を次のとおり報告します。

審査日時　　　令和５年３月６日（月）、７日（火）、８日（水）、９日（木）
審査場所　　　肝付町議会　本会議場
出席委員　　　６日～９日：13名

　※各会計の予算額は、次のとおり

令和 5年度予算

会　計　名
予　算　額（単位：千円） 比　　較

令和 5 年度 令和４年度 増減額 伸び率（％）

一 般 会 計 10,395,064 10,513,839 ▲ 118,775 0.99

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,092,512 2,177,488 ▲ 84,976 0.96
後 期 高 齢 者 医 療 費 291,261 289,757 1,504 1.01
介 護 保 険 事 業 費
保 険 事 業 2,770,866 2,809,314 ▲ 38,448 0.99

介 護 保 険 事 業 費
介 護 サ ー ビ ス 事 業 12,511 11,301 1,210 1.11

水 道 事 業 522,622 534,548 ▲ 11,926 0.98
町 立 病 院 事 業 761,760 798,477 ▲ 36,717 0.95

計 16,846,596 17,134,724 ▲ 288,128 0.98

（ 単位 : 千円、％ ）

予算審査報告書
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【審査の着眼点として】

　⑴　予算は第２次肝付町総合振興計画に合致したものであるか。

　⑵　行政評価がされた予算となっているか。

　⑶　決算及び監査報告の指摘事項等が予算に反映されているか。

　一般会計予算の特徴としては、義務的経費が 50億 9千 414 万 5千円（前年度比▲ 0.9％）

となっており、予算の約 50％を占めている。このことは、住民の福祉、行政サービス、要

望等へ応えるための財源に影響が大きいため、一層の行財政改革を進め、計画的な削減に

努められたい。

【　審査意見　】
●�予算編成にあたっては、将来にわたるコストを勘案して編成していただくように要望
する。

●�予算執行にあたっては、一層の行政評価をしながら執行すべきである。

●�当初予算の執行については、早期執行・早期効果の実現となるように取組むべきである。

●��委託業務については、「本当に委託が必要か。」「職員でできないか。」等を検討し、判
断すべきである。

●��各課の職員がプロ意識を持ち、業務に取り組んでいただきたい。

●��予算説明資料について、新規事業や事業に変更があった場合の説明が不足している。
記載の仕方の再考を望む。

●��水道事業については、予算が逼迫しているようだが、有効水量率の向上や健全経営に
向けての改善等に取り組み、継続的な事業展開ができるようにしていくべきである。

　以上、令和5年度の予算審査について申し述べてきたが、年々進む少子高齢化、人口減少、

それに相反する社会保障費等の増加を鑑みるに、予算は、直接、住民の生活を左右し、その

福祉のいかんを決するものであることを念頭に置き、将来の本町のあるべき姿も考慮しつつ、

各種事業への効率的な取り組みや一層の行財政改革の推進を要望し、本委員会の審査報告と

する。

令
和
5
年
度　
当
初
予
算
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令
和
5
年
度　
当
初
予
算

予算委員会で出された意見

問　

価
格
高
騰
に
よ

り
給
食
費
の
値
上
げ

が
心
配
さ
れ
る
が
、

今
後
値
上
げ
さ
れ
る

の
で
は
。

問　

映
像
作
品
撮
影

事
業
助
成
金
は
ど
の

よ
う
な
物
事
に
支
出

す
る
の
か
。

問　

神
馬
の
更
新
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

問　

水
道
事
業
の
料

金
体
制
を
協
議
す
る

時
期
で
は
な
い
の
か
。

問　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
、
薬

用
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
波
板

等
あ
る
。
収
集
は
。

問　

後
期
高
齢
者
に

対
す
る
人
間
ド
ッ
ク

受
診
時
の
補
助
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が

中
身
に
つ
い
て
問
う
。

問　

令
和
６
年
度
の

商
社
設
立
を
目
指
し

て
、
商
社
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
持
つ

業
者
に
業
務
委
託
す

る
と
い
う
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
か
。
ま

た
、
当
該
商
社
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
発
送
業
務
を
事
業

収
入
に
充
て
る
と
あ

る
が
、
現
在
、
発
送

業
務
を
お
こ
な
っ
て

い
る
観
光
協
会
、
宇

宙
協
議
会
か
ら
移
す

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

問　

基
腐
れ
病
は
、

今
年
度
も
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
。
ま

た
、
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問　

各
地
区
に
自
主

防
災
組
織
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
地
域
防

災
力
を
高
め
、
自
主

的
活
動
を
促
す
た
め

行
政
の
担
当
者
が
地

域
に
出
向
き
教
育
す

る
考
え
は
な
い
か
。

問　

専
門
職
の
活
用

は
ど
の
よ
う
な
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
の
か
。

問　

流
鏑
馬
行
事
の

神
馬
の
飼
育
は
町
内

で
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

４
月
か
ら
の
値

上
げ
は
、
物
資
の
値
上

げ
幅
が
ど
の
く
ら
い

に
な
る
か
ま
だ
わ
か

ら
な
い
の
で
当
面
は

据
え
置
き
、
今
後
状
況

を
見
て
値
上
げ
を
検

討
し
て
い
く
。

答　

町
の
Ｐ
Ｒ
映
像

等
を
作
成
す
る
際
の

助
成
金
で
す
。

答　

保
存
会
と
も
協

議
し
た
う
え
で
対
応

し
た
い
。

答　

貴
重
な
ご
意
見

と
と
ら
え
ま
す
。
事
業

会
計
を
維
持
す
る
た

め
に
も
協
議
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

答　

農
業
用
で
あ
れ

ば
で
き
る
。
サ
ツ
マ
イ

モ
農
家
支
援
事
業
補

助
180
万
だ
が
病
気
に

強
い
品
種
み
ち
し
ず

く
の
普
及
を
進
め
る

べ
き
。

答　

国
保
の
補
助
と

同
額
で
あ
る
。
因
み
に

１
日
ド
ッ
ク
２
万
５
千

円
10
名
分
、
２
日
ド
ッ

ク
３
万
円
５
名
分
、

が
ん
ド
ッ
ク
５
万
円

１
名
分
、
脳
ド
ッ
ク

２
万
５
千
円
１
名
分
で

あ
る
。

答　

一
般
公
募
を
お

こ
な
い
、
５
月
中
旬
に

委
託
事
業
者
を
決
め

る
計
画
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
発
送

業
務
は
３
者
で
協
議

を
行
う
予
定
。

答　

今
年
度
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
予

算
に
つ
い
て
も
計
上

し
て
あ
り
ま
す
。

答　

令
和
５
年
度
か

ら
実
施
す
る
。

答　

公
営
住
宅
や
学

校
施
設
等
設
計
積
算

や
見
積
も
り
の
精
査

等
に
関
わ
っ
て
い
る
。

答　

現
在
串
良
地
区

で
飼
育
を
お
願
い
し

て
い
る
。
町
内
で
で
き

れ
ば
よ
い
が
、
飼
育
農

家
が
見
つ
か
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。

肝
付
町
地
域
商
社
設
立

支
援
業
務（
新
規
事
業
）

２
千
800
万
円
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研
修

令
和
5
年
度　
当
初
予
算

問　

こ
の
繰
出
金

は
、
法
定
内
（
町
立

病
院
が
国
か
ら
交
付

さ
れ
た
金
額
）
で
あ

る
の
か
。

※�

主
と
し
て
出
さ
れ

た
意
見
で
す
。

答　

法
定
内
で
あ
る
。

町
立
病
院
事
業
会
計

（
繰
出
金
）

２
億
１
、１
０
０
万
円

　

肝
付
町
議
会
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向

け
話
し
合
い
を
進
め
て
来
た
が
、
本
格
的

導
入
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
時
：
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日

　
講
師
：
鹿
児
島
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
村
　
逸
朗 

氏

●
研
修
内
容

一
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

二
、�

住
民
代
表
と
し
て
の
議
員
の
役
割�

（
責
務
）

三
、一
般
質
問
の
あ
り
方

　

イ　

質
問
の
目
的
・
効
果

　

ロ　

質
問
の
方
法

　

ハ　

質
問
の
内
容
の
分
類

　

ニ　

質
問
に
関
し
て
の
留
意
事
項

四
、
予
算
・
決
算
審
査
に
つ
い
て

パソコン研修

議員研修

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

向
け
た
肝
付
町
議
会
の

向
け
た
肝
付
町
議
会
の

取
り
組
み

取
り
組
み

肝
付
町
議
会
研
修



8

第
１
回 

臨
時
会
・
定
例
会　
審
議
内
容

肝付町議会臨時会（２月１日）

可決515万円を減額

職員時間外勤務手当
（鳥インフルエンザ防疫業務）

第1回

肝付町議会定例会（３月３日）第1回

令和 4年度 肝付町一般会計補正予算 第9号

令和 4年度 肝付町一般会計補正予算 第10号

物価高騰支援事業や
事業継続支援事業な
どの実績見込による
減額補正

　新型コロナ感染症
や物価高騰による児
童生徒の進学等準備
支援給付金

2,036万円減

主なもの

1,521万円増

承認100万円を追加専決処分
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第
１
回 

定
例
会　
審
議
内
容

3億1,324万円減額 総額115億42万円

令和 4年度 肝付町一般会計補正予算 第11号

電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
2,335万円減

三角・多角細部測量・面積測定委託料
2,331万円減

保育所入所児扶助
3,957万円減

肝付町キバレふるさと基金積立金
7,900万円減
消防団員報酬

2,000万円減

1,968万円を追加し、総額22億8,409万円

令和 4年度 肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定補正予算 第 3号
可決

1,307万円減額し、総額2億7,930万円

令和 4年度 肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定補正予算 第 2号
可決

1億4,686万円を減額し総額28億3,775万円

令和 4年度 肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定補正予算 第 3号
可決

主なもの

可決

収入を95万円減額し4,560万円
支出を204万円減額し6,117万円

令和 4年度 肝付町立病院事業会計補正予算 第２号

可決

資本的収入及び支出の予定額

※不足額 1,557 万円は過年度分損益勘定保留資金で補てん
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益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

  議員

・小中学校の学校図書館について
・特別支援学級と通級指導の現状を問う

P.17

77 人が問う人が問う

一
般
質
問

☆YouTube『肝付町議会』第1回定例会　中日①～③でご視聴できます。

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

77 人が問う人が問う
富
とみ

永
なが

　洋
よう

一
いち

  議員

・農業振興について
・予算執行と財政計画

P.11
松
まつ

元
もと

　健
けん

作
さく

  議員

・学校給食の無償化について

P.12

恒
つね

吉
よし

　智
とも

彦
ひこ

  議員

・�過去の質問のその後「廃校後を利用して６次産業化や ICT 関
連企業の誘致等を進めてみてはどうか」という質問に対して
・施政方針（P.11）より

P.13
柳
やなぎ

　一
かず

夫
お

  議員

・中山間対策について
・国民宿舎コスモピア内之浦に係る現状説明会を傍聴して

P.14

前
まえ

原
はら

　和
かず

幸
ゆき

  議員

・特別支援教育体制の充実

P.15
前
まえ

田
だ

　美
み

春
はる

  議員

・安心・安全なまちづくり推進について

P.16

※�二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧で
きます。

二次元コードを読み取るには…二次元コードを読み取るには…
①スマートフォンのカメラを起動
②読み取りたい二次元コードをカメラの画面に映す
③画面に出てくる「読み取りに成功」の文章をタップ
※専用のアプリから読み取る方法もあります。
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一
般
質
問 富

永 

洋
一  

議
員

問　

施
政
方
針
で
、
水

田
利
活
用
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
活
用
は
。

答　

本
年
度
は
、
加
工

用
米
や
野
菜
等
の
交
付

単
価
を
上
げ
米
販
売
の

多
様
化
等
に
対
応
す
る
。

問　

平
成
30
年
に
12
月

議
会
で
、
今
後
の
米
作

り
の
在
り
方
に
つ
い
て
質

問
し
て
き
た
が
答
弁
と
し

値
の
80
を
超
え
て
い
る
。

問　

平
成
25
年
９
月
議

会
で
、
農
業
振
興
に
つ
い

て
農
産
物
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

化
と
認
証
制
度
が
必
要

と
質
問
し
て
き
た
が
、
認

証
す
る
に
は
基
準
を
設

け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

認
証
制
度
に
よ
る

肝
付
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て

て
、「
お
い
し
い
米
作
り

研
究
会
」
で
取
り
組
む
と

さ
れ
た
が
、
そ
の
現
状
と

結
果
は
。

答　

11
名
の
会
員
で
、

圃
場
の
土
壌
分
析
、
食
味

会
で
の
タ
ン
パ
ク
値
、
ア

ミ
ロ
ー
ス
値
等
を
計
測
す

る
こ
と
で
意
識
向
上
を
は

か
り
お
い
し
さ
の
目
標
数

問　

令
和
５
年
度
予
算

執
行
に
あ
た
り
新
規
事

業
に
つ
い
て
は
十
分
な

検
証
を
す
べ
き
。

答　

執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
必
要
性
、
妥

当
性
、
事
業
の
効
果
等

を
見
極
め
執
行
す
る
。

問　

通
常
業
務
の
土
、

日
の
超
過
勤
務
は
極
力

さ
け
る
べ
き
。

答　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
も
掲
げ
て
お
り

心
が
け
て
い
く
。

問　

第
二
次
総
合
計
画

で
は
人
件
費
が
現
状
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
、

定
年
延
長
、
非
正
規
公

務
員
の
勤
勉
手
当
等
に

よ
り
人
件
費
が
増
え
る

の
価
値
を
高
め
、
安
心
、

安
全
な
農
産
物
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
る
。

　

各
品
目
検
討
す
る
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

い
く
に
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答　

ネ
ー
ミ
ン
グ
化
に

つ
い
て
は
進
め
て
い
く
。

の
で
は
。

答　

財
政
計
画
時
、
条

例
整
備
が
な
さ
れ
て
な

く
定
年
延
長
は
加
味
し

て
い
な
か
っ
た
。

問　

12
月
議
会
で
、
定

年
延
長
と
予
算
の
関
わ

り
に
つ
い
て
質
問
し
て

き
た
が
、
定
員
管
理
は

い
つ
見
直
す
の
か
。

答　

今
年
の
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
見
直

す
。

問　

き
び
し
い
財
政
運

営
の
中
で
、
財
源
の
確

保
は
。

答　

定
員
管
理
、
事
業

の
見
直
し
を
進
め
て
い

く
。

農
産
物
の
認
証
制
度
の
基
準
作
り
を

将
来
を
見
据
え
た
財
源
確
保
を
！

町
長
…
各
品
目
検
討
す
る

町
長
…
定
員
管
理
・
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る

※　

早
期
の
農
産
物

の
認
証
制
度
と
ネ
ー

ミ
ン
グ
化
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
化
を
！

※　

財
源
確
保
に
向

け
た
財
政
運
営
を
！

肝付町おいしい米づくり研究会
食味分析結果　令和４年度

No. 氏名 品種 評価値 水分 蛋白 アミロース 脂肪酸度
1 A なつほのか 79 13.8 7.1 17.0 21.0 
2 B なつほのか 79 13.9 7.1 17.0 21.0 
3 C なつほのか 79 13.8 7.1 17.0 21.0 
4 D なつほのか 76 14.3 7.9 18.0 20.0 
5 E なつほのか 80 15.8 7.1 18.6 23.0 
6 F なつほのか 79 12.6 7.0 15.6 19.0 
7 G なつほのか 78 14.5 7.6 17.9 21.0 
8 H なつほのか 80 14.8 7.2 17.8 22.0 
9 I なつほのか 76 14.2 7.5 17.4 22.0 
10 J なつほのか 81 14.3 7.5 18.1 19.0 
11 K なつほのか 79 14.2 7.3 17.6 21.0 

平　均　値 78.7 14.2 7.3 17.5 20.9

【備考】
項目 目標数値 補足
評価値 80以上 高いほどおいしい

水分 14.5〜15.6 基準の範囲内で高いほうがおい
しい。

蛋白 7.0以下 数値が低いほうが旨味があると
いわれる。

アミロース 18.0以下 低いと粘りのあるお米、高けれ
ば粘りのないお米となる。

脂肪酸度 16.0以下 数値が高いほど酸化が進んでい
る。

※�数値については、水分、蛋白、アミロース、脂肪酸
度の総合評価
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一
般
質
問松

元 

健
作  
議
員

問　

全
国
で
も
学
校
給

食
の
無
償
化
の
動
き
が

あ
り
、
鹿
児
島
県
で
は

10
市
町
村
が
無
償
化
、

近
隣
で
は
３
町
が
一
部

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
肝

付
町
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答　

現
在
東
串
良
町
、

錦
江
町
、
南
大
隅
町
が

一
部
補
助
、
こ
の
４
月

か
ら
は
鹿
屋
市
が
一
部

補
助
を
、
南
大
隅
町
が

無
償
化
を
行
う
予
定
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

現
在
肝
付
町
在
住

の
小
中
学
生
は
何
名
お

り
、
一
人
当
た
り
年
間

幾
ら
の
支
払
い
を
し
て

い
る
の
か
。

答　

今
年
2
月
1
日
現

在
の
児
童
生
徒
数
は
、

町
全
体
で
小
学
生
が
676

名
、
中
学
生
が
309
名
、

合
計
985
名
。
一
人
あ
た

り
１
年
間
の
給
食
費
は
、

高
山
地
区
小
学
生
、年

間
４
万
２
９
０
０
円
、中

学
生
４
万
９
５
０
０
円
、

内
之
浦
地
区
小
学
生
、

年
間
４
万
１
８
０
０
円
、

中
学
生
４
万
８
４
０
０

円
。

問　

こ
れ
に
兄
弟
が
い

れ
ば
、
一
家
庭
の
負
担

が
か
な
り
大
き
い
額
に

な
る
。
物
価
高
騰
に
よ

り
学
校
給
食
へ
の
影
響

も
避
け
ら
れ
な
い
と
思

う
が
、
今
後
値
上
げ

を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　

学
校
給
食
に
係
る

物
資
価
格
を
増
や
さ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
と
の
通
知
を
受
け
て

い
る
。
値
上
が
り
幅
が

い
ま
だ
不
透
明
で
あ
る

た
め
4
月
か
ら
当
分
の

間
は
据
置
、
今
後
状
況

に
応
じ
た
値
上
げ
を
現

在
検
討
し
て
い
る
。

問　

今
後
益
々
家
庭
へ

の
圧
迫
が
増
大
し
、
未

納
者
が
増
え
る
と
考
え

る
が
、
現
在
未
納
金
額

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。

答　

37
万
９
２
２
９
円�

が
未
納
と
な
っ
て
い

る
。

問　

未
納
金
額
の
回
収

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

各
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
電
話

に
よ
る
督
促
と
家
庭
訪

問
、
夜
間
訪
問
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
。

問　

全
国
的
に
無
償
化

の
必
要
性
が
広
が
っ
て

い
る
。
無
償
化
に
な
る

こ
と
で
家
庭
生
活
の
大

き
な
支
え
と
な
り
、
出

生
率
の
増
、
移
住
増
な

ど
様
々
な
プ
ラ
ス
が
生

ま
れ
て
く
る
。
子
育
て

世
代
を
本
町
に
呼
び
込

む
た
め
に
も
一
部
補
助

や
無
償
化
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答　

物
価
高
騰
に
対
す

る
値
上
げ
分
に
つ
い
て

は
、
町
が
負
担
す
る
こ

と
と
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
無
償
化
に
つ
い

て
も
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
へ

町
長
…
前
向
き
に
検
討
す
る

地元産和牛を使ったカレー

辺塚だいだいかんぱち

※
答
…
町
長
答
弁

　
答
…
教
育
長
答
弁
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一
般
質
問 恒

吉 

智
彦  

議
員

問　

令
和
3
年
12
月
議

会
で
「
廃
校
跡
の
利
活

用
」
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
6
次
産
業
や
企
業

誘
致
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

ど
う
な
っ
た
か
。

答　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
昨

年
3
月
に
採
用
し
、
移

住
や
定
住
の
取
組
を
開

始
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
新
規
登
録
昨
年
４
件

に
対
し
54
件
、
成
約
件

数
昨
年
８
件
本
年
26

件
、
移
住
相
談
は
14
件

か
ら
2
6
8
件
に
増
え

て
い
る
。
廃
校
跡
の
利

用
に
つ
い
て
は
川
上
小

を
利
用
し
た
い
と
い
う

方
と
現
在
協
議
中
で
あ

る
。

問　

利
用
希
望
者
の
方

は
何
を
さ
れ
る
の
か
。

答　

無
農
薬
の
植
物
を

活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
シ

ロ
ッ
プ
の
開

発
や
、
手
仕

事
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事

業
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
取
り

組
む
と
聞
い

て
い
る
。

問　

施
政
方
針
で
域
外
か

ら
の
外
貨
獲
得
に
関
し
て

特
産
品
の
製
造
、
販
売
者

や
町
内
の
観
光
関
連
事
業

者
の
稼
ぐ
力
の
向
上
を
支

援
す
る
組
織
体
制
「
地
域

商
社
」
の
構
築
に
取
組
む

と
あ
っ
た
が
具
体
的
に
は
。

答　

地
域
商
社
と
は
、
中

小
事
業
者
や
生
産
者
に
代

わ
り
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

そ
れ
と
流
通
事
業
を
進
め

る
事
を
目
的
と
し
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
従
来
以
上
の
収
益
を

上
げ
る
た
め
の
司
令
塔
と

な
る
組
織
で
あ
る
。
関
係

団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
本
町
に
見
合
っ
た
実

施
計
画
と
運
営
体
制
を
構

築
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

地
域
商
社
の
組
織
形

態
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

形
態
は
行
政
に
よ
る

も
の
、
民
間
企
業
、
第
三

セ
ク
タ
ー
等
色
々
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
本
町
が
実
施
す
る

事
業
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

形
態
を
こ
れ
か
ら
検
討
し

た
い
。

過
去
の
質
問「
廃
校
の
活
用
」そ
の
後

施
政
方
針
に
あ
っ
た
地
域
商
社
と
は

町
長
…
現
在
利
用
希
望
者
と
協
議
中
で
あ
る

町
長
…
地
域
産
品
の
販
売
・
流
通
の
司
令
塔

※　
廃
校
の
活
用
例
は

近
隣
自
治
体
で
も
数
例

あ
る
。
町
と
し
て
も
環

境
整
備
等
を
含
め
、
支

援
を
さ
れ
、
２
例
目
・

３
例
目
へ
と
つ
な
が
り
、

地
域
活
性
化
へ
と
発
展

す
る
事
を
期
待
す
る
。

※　

地
方
創
生
に
お
い
て
、

地
域
の
稼
ぐ
力
を
向
上
し
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
方
策

の
一
つ
と
し
て
、
地
域
商
社

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

農
水
商
工
連
携
の
下
、
地
域

経
済
の
発
展
、
ひ
い
て
は
ふ

る
さ
と
納
税
が
増
加
し
、
よ

り
よ
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
福

祉
の
向
上
に
期
待
す
る
。

利用が望まれる川上小跡

１円でも多くの収益を生産者に！地域への投資
を集め、地域の稼ぐ力を強化！

資料 13-2

異分野連携異分野連携
地域間連携

地域間連携

地域商社事業とは
▪�　農産品、工芸品など地域に眠る魅力ある産品やサービスの販路を、生
産者に代わって新たに開拓し、１円でも高く生産者から産品を買い取れ
るよう、市場から従来以上の収益を引き出す役割を担う。
▪�　魅力ある地域の商材に即してマーケティング・販路開拓を行い、その収益
と市場の生の声を生産者にフィードバックする。その後段階を追って、他地域
との連携、観光等異分野との連携なども進め、域外から投資を呼び込めるよう
なビジネスモデルをプロデュース。地域の事業インフラ整備にも貢献する。

生　
産　
者

地域商社
・ 地域産品のマーケティング・販

路開拓
・  他地域との連携、観光等異分野

連携も含めたビジネスモデルの
プロデュース

・  地域の事業インフラへの再投資
　→ 物流環境、人材育成、創業

支援など

まちづくり・観光など 他地域の地域商社

海外市場

域外市場

域内市場

新たな
販路

魅力ある
産品

収益・
顧客の声
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一
般
質
問

銭
湯
で
も
早
く
造
れ
ば
と
感
じ
た
が

柳
　 

一
夫  
議
員

問　

持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
中
山

間
対
策
を
ど
う
進
め
る

か
。

答　

国
の
政
策
事
業
等

あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

支
援
を
継
続
的
に
進
め

て
ゆ
く
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
、

電
柵
は
30
ａ
～
50
ａ
程

の
設
置
は
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
機
も
補
助
対
象
と

な
る
か
。

答　

受
益
地
の
長
さ
に

応
じ
交
付
さ
れ
る
、
導

入
可
能
で
あ
る
と
考
え

問　

打
ち
上
げ
が
多
く

な
れ
ば
人
口
増
に
つ
な

が
る
と
の
思
い
か
。

答　

ま
ず
は
関
係
人
口

を
増
や
し
将
来
の
定
住

の
人
口
増
へ
つ
な
げ
た

い
。

問　

住
民
の
こ
と
を
考

え
る
と
小
さ
い
銭
湯
で

も
い
い
の
で
は

と
あ
っ
た
が
。

答　

事
業
者

と
の
協
議
を
す

す
め
な
が
ら
議

会
へ
も
説
明
し

な
が
ら
前
へ
進

め
た
い
。

問　

住
民
の

思
い
を
聞
く

と
、
銭
湯
を
早

く
造
れ
ば
と

感
じ
た
が
町
長

は
。

取
り
組
み
を
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
。

問　

広
範
囲
の
山
間

部
、
機
械
リ
ー
ス
等
の

助
成
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答　

組
織
の
運
営
状
況

も
考
慮
し
な
が
ら
対
応

に
つ
い
て
は
今
後
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

国
も
一
緒
に
と
各

省
庁
へ
要
望
書
提
出
さ

れ
た
そ
の
内
容
は
。

答　

４
つ
の
柱
を
基
本

と
し
た
10
項
目
、
観
測

所
に
お
け
る
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
の
促
進
、
観

測
所
の
民
間
利
用
の
促

進
、
観
測
所
を
活
用
し

た
次
世
代
人
材
育
成
、

要
望
の
実
現
に
向
け
た

協
議
へ
の
国
の
参
画
。

問　

こ
の
中
で
地
域
の

温
泉
施
設
等
の
要
望

は
。

答　

コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
の
利
活
用
に
つ
い
て

も
支
援
を
要
望
書
の
中

に
盛
り
込
ん
で
あ
る
。

る
。

問　

事
業
要
件
に
満
た

な
い
地
域
や
農
家
へ
の

支
援
対
策
は
。

答　

現
状
を
鑑
み
て
体

制
整
備
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

問　

事
業
支
払
制
度
、

水
田
地
と
畑
地
を
比
較

す
る
と
差
が
大
き
い
、

是
正
は
で
き
な

い
も
の
か
。

答　

国
は
集

落
協
定
広
域

化
加
算
等
を

創
設
、
拡
充
し

て
い
る
。
こ
れ

ら
を
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
地
域

に
お
け
る
課
題

解
決
に
向
け
た

中
山
間
対
策
、ど
う
進
め
る
か

町
長
…
活
動
支
援
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く

答　

事
業
者
の
意
見
も

考
慮
し
な
が
ら
一
体
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

信
じ
て
待
つ
町
民

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

答　

先
延
ば
し
と
い
う

こ
と
で
な
く
て
粛
し
ゅ
く

々し
ゅ
く

と

手
続
は
踏
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
う
。

中山間荒地状況

閉館中のコスモピア内之浦

◎
コ
ス
モ
ピ
ア
現
状

説
明
会
を
傍
聴
し
て

町
長
…
一
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
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一
般
質
問 前

原 

和
幸  

議
員

問　

文
部
科
学
省
は
、

知
的
発
達
に
遅
れ
は
な

い
も
の
の
、
学
習
面
ま

た
は
行
動
面
で
著
し
い

困
難
を
し
め
す
児
童
生

徒
の
割
合
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
発
表
し
た
。

本
町
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

答　

特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
食
事
や
排
泄
、

移
動
な
ど
学
校
に
お
け

る
日
常
生
活
の
介
助
や
、

学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
数
を
増
加

す
る
と
と
も
に
、
昨
年

四
月
に
高
山
小
学
校
に

通
級
指
導
教
室
を
設
置

す
る
な
ど
、
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
る
。

問　

通
級
指
導
教
室
と

は
ど
の
よ
う
な
教
室
な

の
か
。

答　

通
常
の
学
級
に
在

籍
し
な
が
ら
、
週
に
一

～
二
時
間
程
度
、
困
り

感
に
合
わ
せ
て
個
別
の

指
導
や
支
援
を
受
け
る

も
の
で
、
義
務
教
育
学

校
の
前
期
課
程
を
含
む

他
の
小
学
校
か
ら
の
受

け
入
れ
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

問　

通
級
指
導
教
室
の

受
け
入
れ
予
定
数
が
、

増
加
す
る
と
の
事
だ
が
、

教
育
長
の
見
解
は
。

答　

昨
年
四
月
の
立

ち
上
げ
か
ら
運
営
に
関

わ
っ
て
い
る
担
当
教
員

の
不
断
の
努
力
と
保
護

者
の
理
解
が
進
ん
で
い

る
こ
と
の
表
れ
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
学
習
面

や
行
動
面
で
著
し
い
困

難
を
表
す
児
童
生
徒
が
、

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
て
、
引
き
続

き
体
制
の
整
備
に
努
め

る
。

問　

日
常
的
に
人
工
呼

吸
に
よ
る
呼
吸
管
理
や
、

た
ん
の
吸
引
な
ど
の
医

療
行
為
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
が
、
町
内
の

小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
医
療
的
ケ

ア
児
は
在
籍
し
て
い
な

い
が
、
令
和
六
年
度
入

学
予
定
者
の
中
に
日
常

的
に
人
工
呼
吸
器
に
よ

る
呼
吸
管
理
が
必
要
な

幼
児
が
い
る
。

問　

学
校
で
受
け
入
れ

る
際
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
な
の
か
。

答　

看
護
師
の
配
置
と
、

施
設
な
ど
の
環
境
整
備

が
必
要
と
な
る
。

問　

ま
た
、
入
学
ま
で

に
必
要
な
準
備
は
。

答　

ス
ム
ー
ズ
な
受
け

入
れ
の
た
め
に
、
町
の

保
健
師
に
看
護
師
の
配

置
方
法
に
つ
い
て
相
談

す
る
と
と
も
に
、
当
該

医
療
的
ケ
ア
児
が
通
う

保
育
・
幼
児
教
育
施
設

で
の
様
子
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
う
な
ど
、
出
来

る
範
囲
で
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
体
制
の
充
実
を
望
む

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
体
制
は

教
育
長
…
さ
ら
に
、
体
制
の
整
備
に
努
め
る

教
育
長
…
支
援
の
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
く

通級指導教室（高山小学校）

通級指導教室（高山小学校）
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一
般
質
問前

田 

美
春  
議
員

問　

安
心
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
振

興
会
へ
の
防
犯
灯
整
備

に
対
す
る
補
助
状
況
は
。

答　

新
設
、
修
繕
に
対

応
し
た
全
体
事
業
費
の

３
分
の
１
を
補
助
し
て

い
る
。

問　

令
和
2
年
度
に
、

波
野
小
中
学
校
近
く
の

水
田
地
帯
に
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
他
の

学
校
付
近
に
も
設
置
す

べ
き
で
は
。

こ
こ
数
年
修
理
代
の
費

用
が
膨
ら
ん
で
い
る
と

聞
く
。
更
新
や
修
理
が

必
要
で
あ
り
町
と
し
て

も
改
善
点
を
精
査
し
、

新
た
な
補
助
を
考
え
る

時
期
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
町
の
考
え
は
。

答　

こ
の
件
に
つ
い
て

も
商
工
会
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
、
対
応
は
し

て
い
き
た
い
。

ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

調
査
し
、
設
置
の
考

え
は
。

答　

指
定
避
難
所
付
近

の
街
路
灯
整
備
に
つ
い
て

は
避
難
所
の
一
定
範
囲
に

お
い
て
不
足
し
て
い
る
箇

所
は
、
災
害
時
の
停
電

等
を
考
慮
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
施
設
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

街
路
灯
の
設
置
数

は
、
事
業
者
の
撤
退
な

ど
で
数
が
減
少
し
て
い

る
。

　

特
に
、
前
田
地
区
の

学
校
付
近
、
楠
隼
中
高

付
近
は
支
柱
し
か
残
っ

て
い
な
い
所
が
、
数
箇

所
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
支
柱
を
活
用
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
の
設
置
は
、
考

え
ら
れ
な
い
か
、
新
規

設
置
に
な
る
と
予
算
的

に
厳
し
い
と
す
れ
ば
支

障
の
無
い
街
路
灯
の
移

設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

商
工
会
と
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

街
路
灯
事
業
は
、

平
成
２
年
設
置
さ
れ
て

か
ら
約
32
年
経
過
し
、

経
年
劣
化
も
激
し
く
台

風
等
の
被
害
に
よ
り
、

答　

安
心
、
安
全
な
地

域
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
も
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
は
災
害
時
の
避

難
所
を
各
所
指
定
し
て

い
る
が
、
避
難
所
へ
の
誘

導
灯
、
街
路
灯
、
防
犯

灯
の
無
い
所
が
、
見
受

け
ら
れ
る
。
や
ぶ
さ
め
館

へ
の
道
路
沿
い
は
、
振
興

会
に
属
さ
な
い
為
、
防

犯
灯
の
設
置
の
無
い
所

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
緊

急
時
の
避
難
道
路
に
設

置
す
れ
ば
防
犯
未
然
防

止
対
策
と
し
て
防
犯
抑

制
に
も
繋
が
り
、
地
域

住
民
の
安
心
、
安
全
な

生
活
の
確
保
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
が
図

避
難
所
へ
の
誘
導
灯
、防
犯
灯
設
置
は

楠
隼
中
高
付
近
の
街
路
灯
の
整
備
は

町
長
…
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い

町
長
…
商
工
会
と
協
議
を
進
め
る

温泉ドーム近辺

楠隼中高前通り
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一
般
質
問 益

山 

二
郎  

議
員

問　

各
学
校
図
書
館

の
蔵
書
数
は
国
が
示
す

標※
1

準
を
超
え
て
い
る
の

か
。

答　

国
見
小
な
ど
４
校

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　

年
間
の
図
書
購
入

費
は
い
く
ら
か
。

答　

高
山
小
が
27
万

円
、
高
山
中
が
28
万
円

弱
で
す
。

問　

廃
棄
や
更
新
は

基※
2

準
を
満
た
し
て
い
る

か
。

※
地
域
住
民
の
要
望
に

応
え
る
財
源
の
確
保
を

答　

町
で
も
基
準
を
設

け
て
い
る
が
、
廃
棄
・

更
新
が
進
ん
で
い
な
い

学
校
も
あ
る
よ
う
で
す

の
で
、
促
し
て
い
き
た

い
。

問　

国
は
受
け
入
れ

後
、
10
年
経

過
し
た
本
は

廃
棄
す
る
と

基
準
に
記
し

て
あ
る
が
、

本
町
の
現
状

は
。

答　

町
の
基

準
で
は
購
入

か
ら
の
保
存

年
数
や
年
数

に
よ
る
廃
棄

等
は
記
載
し

て
い
な
い
。

問　

記
載
が
な
い
か

ら
、
図
書
館
に
昭
和
や

平
成
初
期
の
本
が
相
当

数
あ
る
。
こ
の
本
も
数

え
た
上
で
の
標
準
超
え

な
の
か
。

答　

単
純
に
冊
数
の
み

で
算
出
し
て
い
ま
す
。

問　

そ
の
他
に
も
民
間

か
ら
寄
附
・
寄
贈
さ
れ

た
本
が
数
千
冊
程
度
あ

る
。
あ
り
が
た
い
事
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
冊
数
に
は

い
っ
て
い
る
と
思
う
。
町

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
読
み
学
ぶ
図
書
は
、
町

が
予
算
措
置
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答　

全
学
校
が
標
準
に

対
す
る
蔵
書
の
割
合
が

１
０
０
％
に
な
る
よ
う
、

各
学
校
の
整
備
状
況
に

応
じ
た
予
算
配
分
に
な

る
よ
う
教
育
総
務
課
長

に
指
示
し
た
。
こ
の
取
組

に
よ
り
廃
棄
や
更
新
も

進
む
も
の
と
考
え
る
。

問　

国
は
地
方
交
付
税

で
図
書
購
入
費
を
配
分

し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
答

弁
の
取
組
が
進
展
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

自
治
体
に
よ
り
生
徒

一
人
あ
た
り
の
図
書
購
入

費
に
大
き
な
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
４
０
０
０

円
を
超
え
る
町
も
あ
る

が
、
本
町
の
現
状
は
。

答　

小
学
校
で
１
１
６
５

円
、
中
学
校
で
２
８
０
２

円
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
図
書
の
貸

出
し
に
変
化
は

な
か
っ
た
の
か
。

答　

減
少
し
た

と
の
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。

問　

高
山
郷
土

誌
や
内
之
浦
町

誌
が
一
部
配
置
さ

れ
て
い
な
い
。
町

の
歴
史
を
学
ぶ

時
や
先
生
方
が

教
材
と
す
る
時
も
あ
る
。

各
学
校
に
配
布
す
べ
き

で
あ
る
。

答　

各
学
校
の
状
況
を

確
認
し
、
対
応
し
た
い
。

他
の
質
問

・�

通
級
指
導
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
。

学
校
図
書
館
の
現
状
と
課
題

教
育
長
…
整
備
状
況
に
応
じ
、
予
算
配
分
し
た
い

※
１　

学
校
図
書
標
準

※
２　

学
校
図
書
廃
棄
基
準

買い替え（更新）が必要では

空きスペースが多い本棚
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調査を実施した事件
１．公用車の運用等について
２．消防行政について

調査を実施した日
令和５年１月 24日

委員会調査報告
　総務課長をはじめ、管財、消防の担当者が委員会に出席し、「公用車の運用等に
ついて」と「消防行政について」を説明した後、委員から質問や意見が出された。

《質問と答弁》　※抜粋
　○公用車の運用等について（質問）
Ｑ：�公用車については、稼働率等を調査して、少しでも台数を減らす方向にす

べきではないか。
Ａ：�デジタル推進課と連携して、デジタルの活用で公用車の管理（稼働率）を
行うようにしていきたい。

Ｑ：�車両の管理についての基準を教えていただきたい。
Ａ：�「公用車管理規程」を基としている。
Ｑ：�公務で私有車を使う場合の保険等は、どうなっているか。
Ａ：�個人が入っている保険での対応となる。
Ｑ：�忙しい時期にあわせて、公用車をリース等で準備することがあるか。
Ａ：�これまでにはない。

　○公用車の運用等について（意見）
・�他の市町との比較ではなく、肝付町としてどれだけの公用車が必要であるか
が大切である。
・車両の点検は、しっかりと行っていただきたい。
・�公用車の所有台数を減らし、繁忙期には、レンタカーやリースで対応するこ
とも検討していただきたい。
・�課によって使用頻度に差があるように思えるが、その差が埋まる対策は取れ
ないものかと考える。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
総務・文教委員会
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　○消防行政について（質問）
Ｑ：�分団を統廃合する考えはないか。
Ａ：�分団長会等では、話は出ていない。統廃合については、慎重に議論し、結
論を出さなくてはならないと考える。

Ｑ：�現場から出される課題等はないか。
Ａ：�もちろんある。例えば、岸良分団は、地理的に他の分団との統合が難しい中で、
分団を維持するために団員の確保をしなければならない等である。

　○消防行政について（意見）
・分団員不足は、重大な問題である。
・�消防分団のＰＲ動画等を使い、また、他の様々な手段で団員確保を行ってい
ただきたい。

まとめ
○公用車の運用等について
　公用車についての調査は、これまでも実施してきているが、平成 29年度には
148台であった公用車が、現在（令和５年１月）は136台になっていることは
評価したい。
　今回の調査において、稼働率について、デジタルを活用して把握していく取り
組みの話があったが、ぜひ、その取り組みを実施し、偏りのない公用車の運用に
繋げ、最終的には、行政団体の規模に見合った公用車の保有台数にしていただき
たい。

○消防行政について
　担当者の説明で、「畑地かんがい用水の消防用水としての利用個所を増やす旨」
や「町が所有する給水車が、いざというときには、消火活動に使える旨を各分団
にも改めて周知すること」等の前向きな対策を聞くことができたことは、何より
であるが、やはり、町の消防行政、消防分団の抱える最大の課題は、「分団員不足」
である。町の担当課においては、出初式や消火訓練等の動画を撮影してＰＲ動画
をユーチューブ等にあげるなどもされる予定とのことだが、その他にもいろいろ
な手段を使って、また、知恵を絞って団員の確保に繋げなければならないと考え
る。



「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」
傍聴者の数　延べ人数　11 名傍聴者の数　延べ人数　11 名
臨時会　　（２月１日/１名）臨時会　　（２月１日/１名）
３月定例会３月定例会

第
67
号

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
県
内
で
最
初

に
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年
以
上
が
経
過
し
た
。

３
月
25
日
時
点
で
、
県
民
の
3.5
人
に
１
人
が
感

染
、
884
名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
と
新
聞
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
緩
和
に
続
き
、
５
月
８
日
か

ら
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
変
更

さ
れ
る
。
今
後
共
、
感
染
防
止
対
策
に
は
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
振
興
会
の
総
会
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
諸
行
事
が
、
徐
々
に
以

前
の
様
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
は
全
体
で
、
対
前
年
比
1.7
％

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加

に
向
け
て
努
力
を
さ
れ
る
等
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
福
祉
行

政
の
充
実
に
向
け
て
、
議
会
と
し
て
も
、
町
民

目
線
に
立
っ
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

今
後
共
、
議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
、

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

恒
吉　

智
彦

編
集

後
記
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3月 ３日/３名　　3月16日/２名3月 ３日/３名　　3月16日/２名
3月17日/３名　　3月24日/２名3月17日/３名　　3月24日/２名（（ ））

施政方針についての質問が少ない

財政問題についても
各議員はどう思うのか、
考えを教えてほしい

質問者、答弁者、要件
が明記され理解しや
すかった

学校給食について未納
者０に向けた取りくみ
をしてほしい。

特別支援教育体制の
質問に対し、当局の
真正面から取り組む
姿に拍手したい

土日勤務の振替休日
の実態、超過勤務の
削減について職員と
意見交換をすべき

補助金のあり方、使途について調査すべき


